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天才アートとは、障碍
のある人やひきこもり
者などの多くがもって
いる優れた感性と表

現力、そこから湧き出る独創的なアート
作品に対して、NPO 法人 障碍者芸術
推進研究機構（天才アート KYOTO）
が独自にネーミングしたものです。当
機構は天才アートを推進し、その啓発・
普及活動を積極的に行っています。

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

Tensai Art KYOTO

R

R

R R

R

R

R R

天才アート



T E N S A I  A R T

2

第
12
回
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
４

堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に

開
催
（
予
定
）

２
０
１
２
年
よ
り
開
催
し
て
き
た
「
天
才
ア
ー

ト
展
」。
２
０
２
４
年
の
第
12
回
は
、
堀
川
御
池

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
復
活
開
催
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
中

は
〝
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ
〟
と
銘
打
ち
、
制
作
の

様
子
紹
介
と
合
わ
せ
て
「
き
た
ア
ト
リ
エ
」
で
展

示
し
好
評
を
得
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
会
場
も
変

わ
り
心
機
一
転
し
、
こ
の
１
年
の
新
作
品
を
多
数

展
示
す
る
予
定
で
す
。

会
期　
２
０
２
４
年
10
月
１
日（
火
）～
14
日（
月・祝
）

時
間　
11
時
～
18
時
／
７
日
（
月
）
休
館

会
場　
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー:

京
都
市
中
京
区
油

小
路
通
御
池
上
る
押
油
小
路
町
２
３
８-

１

入
場
無
料

予　　告

展 覧 会

に
、
府
立
大
学
へ
通
う
大
学
生
、
京
都
学
・
歴
彩

館
の
利
用
者
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
オ
ー
デ
ィ

エ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
北
山
に
暮
ら
す
方
々
や
国

内
外
か
ら
の
訪
問
客
も
足
を
と
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
北
山
で
ア
ー
ト
な
ひ
と
と

き
を
お
愉
し
み
く
だ
さ
い
。

会
場　
旧
府
立
総
合
資
料
館 

解
体
現
場
東
側

　
　
（
下
鴨
中
通
フ
ェ
ン
ス
）左
京
区
下
鴨
半
木
町

　
　
※
地
下
鉄
「
北
山
」
駅
１
番
出
口
す
ぐ

期
間　
24
年
６
月
１
日
か
ら
25
年
１
月
末（
予
定
）

協
力　
設
営
…（
株
）日
本
リ
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
助
成
…
（
株
）Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

な
お
、
現
在
市
内
で
は
16
号
「
京
都
中
央
信
用

金
庫
三
条
支
店
新
築
工
事
」（
千
本
三
条
・
～
25
年

１
月
）
で
も
開
催
中
で
す
。

第
６
回
企
画
展
「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」

テ
ー
マ
を
絞
っ
た
企

画
展
は
２
０
１
６
年
１

月
に
第
１
回
を
開
催
。
コ

ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
中

断
し
て
い
ま
し
た
が
、
去

る
５
月
、
11
日
間
の
会
期

で
再
開
し
ま
し
た
。

再
開
に
際
し
て
の
テ
ー
マ
は
「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ
」。
水

は
万
物
創
造
の
源
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
新
た
な
歩

み
で
進
ん
で
い
き
た
い
こ
と
、
開
催
地
の
伏
見
が

名
水
で
有
名
な
こ
と
な
ど
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

流
れ
る
水
の
よ
う
に
た
お
や
か
に
、
時
に
は
荒
々

し
く
描
か
れ
る
作
家
７
人
の
作
品
を
展
示
。

「
吸
い
込
ま
れ
て
行
き
そ
う
」「
心
の
中
を
映
し

て
い
る
」「
人
に
も
魚
に
も
ど
の
よ
う
に
も
見
え

る
」「
の
び
の
び
し
て
い
る
」「
触
っ
て
み
た
く
な

る
」「
ど
う
や
っ
て
制
作
し
て
い
ま
す
か
」
な
ど
、

皆
さ
ん
興
味
深
く
観
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
聞
２
社
が
本
展
を
紹
介
下
さ
り
、
新
聞
を
見

て
来
ら
れ
た
方
や
、
中
に
は
切
り
抜
い
て
持
参
さ

れ
た
方
、
当
機
構
の
目
的
や
活
動
に
つ
い
て
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た
方
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

会
期　
２
０
２
４
年
５
月
８
日（
水
）～
18
日（
土
）

時
間　
13
時
～
17
時 

火
曜
休
館

会
場　
ア
ト
リ
エ
悠

　
　
　
京
都
市
伏
見
区
新
町
７
丁
目
４
６
３-

１

下鴨中通に面した工事囲い塀の展示の様子

開 催 中

展 覧 会

報　　告

展 覧 会

会場の様子

「
青
空
美
術
館
」

10
年
目
17
号
の
記
念
展
覧
は

…
京
都
・
北
山
で
！

十
人
十
色
で
個
性
的
な
作
品
…
そ
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
を
も
と
に
制
作
し
た
全
天
候
対
応
の
ア
ー

ト
パ
ネ
ル
を
活
用
し
た
「
青
空
美
術
館
」。
と
も

す
れ
ば
殺
風
景
に
な
り
が
ち
な
市
内
さ
ま
ざ
ま
な

工
事
現
場
の
仮
囲
い
（
ホ
ワ
イ
ト
パ
ネ
ル
）
を
屋

外
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
見
立
て
、
街
角
に
ア
ー
ト
の
彩

り
を
そ
え
る
天
才
ア
ー
ト
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

も
、
お
か
げ
さ
ま
で
満
10
年
に
な
り
ま
す
。

数
え
て
10
年
・
17
号
と
な
る
記
念
展
覧
の
会
場

は
、
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
文
化
環
境
ゾ
ー
ン

の
北
山
エ
リ
ア
…
そ
の
中
核
で
も
あ
っ
た
旧
府
立

総
合
資
料
館
の
解
体
現
場
で
す
。
下
鴨
中
通
に
面

し
て
過
去
最
大
規
模
の
24
作
家
計
30
枚
の
パ
ネ
ル

会場の堀川御池ギャラリー

アートパネルを見ながら歩く人たち
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の
皆
さ
ま
か
ら
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を

聞
き
、「
も
っ
と
良
い
作
品
を
制
作
し
た
い
と
思
っ

た
」「
自
分
以
外
の
作
品
を
見
て
良
い
刺
激
に
な
っ

た
」
な
ど
、
前
向
き
な
感
想
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
作
家
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
今
回
の
見
学
会

は
大
き
な
励
み
と
な
り
、
制
作
意
欲
の
拡
大
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

〝
ボ
ー
ダ
レ
ス
〟
を
テ
ー
マ
に

ふ
ろ
し
きSDGs LIFE 2024

５
月
17
日
（
金
）
～
19
日
（
日
）、
京
都
文
化

博
物
館
別
館
で
開
催
さ
れ
た
「
ふ
ろ
し
きSD

G
s 

LIFE 2024

」
は
、
３
日
間
で
１
８
０
０
人
を
超

え
る
来
場
者
が
あ
り
、

成
功
裡
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

今
年
は
〝
ボ
ー
ダ

レ
ス
〟
を
テ
ー
マ
に
、

防
災
や
ウ
エ
ル
ネ
ス
、

福
祉
の
切
り
口
で
展

示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
企
画
。
ふ
ろ
し
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
た
っ
た
一
枚
の
布
が
生
活

を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
」「
簡
単
に
バ
ッ
グ
が
で

き
て
驚
き
で
し
た
」「
防
災
グ
ッ
ズ
の
中
に
も
ふ

ろ
し
き
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
！
」
な
ど
、
多

く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
同
イ
ベ
ン
ト

の
実
行
委
員
会
に
参
加
し
、
紹
介
パ
ネ
ル
や
会
報
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
レ
ビ
ュ
ー
な
ど
資
料
の
配
布
の
ほ

か
、
グ
ッ
ズ
も
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
資
料

を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紹介パネルと配布資料

レポート

トピックス

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ま

本
社
見
学
会
開
催

５
月
17
日
（
金
）、
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
さ
ま
に
当
機
構
所
属
作
家
を
本
社
見
学
に

ご
招
待
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
社
に
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
作
品
レ
ン

タ
ル
を
ご
採
用
い
た
だ
い
た
の
は
２
０
１
７
年
か

ら
で
、
本
社
、
洛
西
事
業
所
、
門
前
仲
町
事
業
所
に

作
品
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
本

社
７
階
と
６
階
の
役
員
フ
ロ
ア
の
廊
下
な
ど
に
加

え
、
今
回
、
本
社
食
堂
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、

３
箇
所
の
階
段
室
に
作
品
を
飾
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
現
時
点
で
全
社
に
お
い
て
30

点
を
超
え
る
作
品
を
飾
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

作
品
を
ご
覧
に

な
っ
た
お
客
さ
ま
や

社
員
の
方
か
ら
は
、

ユ
ニ
ー
ク
で
色
鮮
や

か
な
作
品
に
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
お
聞
き
し
て
い

ま
す
。

見
学
会
に
参
加
し

た
６
人
の
作
家
の
皆

さ
ん
か
ら
は
、
額
装

さ
れ
た
自
分
の
作
品

を
見
て
、
ま
た
社
員

見学後の集合写真

京
セ
ラ
株
式
会
社
本
社
カ
フ
ェ
の

タ
ペ
ス
ト
リ
ー
用
の
画
像
に
採
用

６
月
６
日
（
木
）、
当
機
構
登
録
作
家
の
ゆ
う

だ
い
さ
ん
が
京
セ
ラ
株
式
会
社
さ
ま
本
社
の
見
学

に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
に
ゆ
う
だ
い
さ
ん
作

「
き
ょ
う
と
ふ
か
め
お
か
し
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
」

の
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
を
元
に
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を

作
成
さ
れ
、
12
階
の
社
員
用
カ
フ
ェ
に
展
示
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
前
で
は
、

多
く
の
社
員
の
方
が
業
務
や
休
憩
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、京
セ
ラ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
館
、
稲
盛
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
も
ご
案
内
い
た
だ
き
ま
し
た
。

社内のカフェ「mimosa terrace」に飾られたタペストリーの前で
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TENSA I
ART
NOTE

天 才
アート
ノート

前田 渉

高畠 晃平

前田 渉　Maeda Wataru　1977年生
前田は「宇宙現象」（作者本人による造語）を元に制作しています。彼によると

「宇宙現象」とは宇宙の意思、個人の運命に対して振り子のような立場であり、
「善／悪」「運が良い／運が悪い」など、すべての中立の立場にいると言います。
前田はその「宇宙現象」に加えて、自動記述（オートマティスム）を取り入れ
て制作しています。前田作品に必ずといっていいほど登場する「人物」には特
定のモデルはいません。ある時は知り合いに似ているし、作者自身にも似てい
るかもしれません。これらの人物もまた、「私であり貴方である」という個を超
越した人物として描かれています。

高畠 晃平　Takabatake Kohei　1991 年生
高畠は時に何枚もの全紙大の画用紙を貼り合わせ、クレパスを用いてダイナミックにカ
ラフルな動物や鳥たちを描きます。しかし、最初からそのような画風だったわけではあ
りません。当初は現実の動物の色に近い絵を描いていました。そして、長い時間をか
けてゆっくりと現在の画風を築きあげていったのです。
現在の創造力に溢れたカラフルな動物たちの作品を、ただの画風の変化と捉えれば味
気ないとも言えるでしょう。別の見方をするのならば、高畠は継続的に描くことによっ
て、現実の動物たちを、彼独自の想像の世界へと誘うことができるようになったのか
もしれません。

『アホウドリ』　画用紙・クレパス、H1,100×W1,582mm、2023年制作

『クマタカ』　画用紙・クレパス、H791×W1,100mm、2023年制作

『エゾリス』　画用紙・クレパス、H792×W1,100mm、2023年制作

「YOU WANT TO BE FREE!」　キャンバス・アクリル絵の具・ペン、H652×W530mm、2023年制作
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知原 諒汰

知原 諒汰　Chihara Ryota　1999年生まれ
知原には、紙に丁寧にレタリングしたかのように描かれた数字のドローイングシリー
ズがあります。それは、ただの数字の羅列の場合もあれば、実在のラジオ局の周波
数であったりと、彼にしか分からない特定の意味を持つこともあります。ほかに、絵
の具で不定形な模様をさまざまな色で紙に描く作品もあります。
近年さまざまなモチーフ（キャラクターと数字と色彩）が融合されたかのようなシリー
ズの制作が始まりました。知原作品を前にした時、世界が謎の数字と多様な色彩で
溢れていることを教えてくれます。

『無題』　紙・ペン・色鉛筆、H257×W364mm、2023年制作

『無題』　紙・ペン・色鉛筆、H 297×W420mm、2023年制作

『無題』　紙・ペン・色鉛筆、H257×W365mm、2023年制作

『無題』　紙・ペン・色鉛筆、H 297×W420mm、2023年制作

『世界平和』　キャンバス・アクリル絵の具・ペン、H 350×652mm、2023年制作『sixth sense』　キャンバス・アクリル絵の具、H606×W727mm、2023年制作
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●
出
会
い

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（
以
下
、
天
才
ア
ー

ト
と
い
う
）
と
の
出
会
い
は
、
呉
竹
総
合
支
援
学

校
の
関
係
者
か
ら
障
が
い
者
の
絵
画
展
が
あ
る
の

で
、
見
学
に
行
か
な
い
か
と
の
お
誘
い
が
始
ま
り

で
す
。
そ
の
後
、
天
才
ア
ー
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
作

品
を
制
作
し
て
い
た
新
道
ア
ト
リ
エ
に
見
学
に

行
っ
た
時
に
、
そ
の
少
年
の
物
語
を
熱
心
に
聞
い

て
い
た
だ
い
た
Ｔ
先
生
か
ら
、
そ
の
物
語
を
絵
に

描
い
て
み
た
ら
面
白
い
と
の
言
葉
で 

天
才
ア
ー
ト

に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
制
作
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
今
思
え
ば
、
少
年
の
人
生
を
大
き
く
変
え
た

の
は
、
呉
竹
総
合
支
援
学
校
へ
の
入
学
と
ア
ト
リ

エ
見
学
の
時
に
や
さ
し
く
迎
え
て
い
た
だ
い
た
Ｔ

先
生
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

●
成
長

そ
の
少
年
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
生
後
３
日
目
に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
乳

児
集
中
治
療
室
）
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
の
状
態
に
な
り
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
い
ま
し

た
。
幸
い
に
、
輸
血
な
ど
の
対
応
で
２
週
間
後
に

は
退
院
し
ま
し
た
が
、
後
遺
症
の
問
題
が
成
長
と

と
も
に
関
係
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
医
師
か
ら
言

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
年
の
暮
れ
に
、少
年
が
、

血
友
病
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
帰
国
す

る
４
歳
ま
で
は
、
頭
を
打
っ
た
り
、
倒
れ
た
り
し

た
際
に
は
、
製
剤
投
与
の
た
め
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
の
小
児
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
行
き
来
を
す
る
生

活
を
送
り
ま
し
た
。

４
歳
で
日
本
に
帰
国
後
は
、
血
友
病
対
応
の

た
め
、
週
３
回
の
製
剤
投
与
の
通
院
と
急
な
出
血

な
ど
の
対
応
で
、
病
院
へ
駆
け
込
む
対
応
を
取
り

つ
つ
、
帰
国
子
女
と
し
て
、
聖
母
幼
稚
園
に
入
園
。

そ
の
後
、
京
都
市
立
桃
山
東
小
学
校
に
入
学
、
高

学
年
の
折
に
、
広
汎
性
発
達
障
害
（
自
閉
症
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
）
と
軽
度
の
知
的
障
害
の
判
定
が
あ
り

ま
し
た
。
中
学
は
、
京
都
市
立
桃
山
中
学
校
に
入

学
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
が

あ
り
、
高
校
か
ら
京
都
市
立
呉
竹
総
合
支
援
学
校

に
、
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

●
継
続

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
現
在
ま
で
継
続
し
て
い
る
こ

と
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
書
道
で
す
。
小
学
１
年
の
時
に
近
く

の
書
道
教
室
で
書
道
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
始
め

た
頃
か
ら
高
校
ま
で
は
お
手
本
通
り
き
っ
ち
り
と

書
く
と
い
う
こ
と
が
、
な
か
な
か
で
き
ず
、
昇
級

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
般
の
部
に
な
り
、
気
に

入
っ
た
書
体
を
、
自
由
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
、
昇
級
・
昇
段
し
、
現
在
は
、
特
待

生
と
し
て
、
課
題
を
毎
月
提
出
し
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
水
泳
で
す
。
縄
跳
び
や
マ
ラ
ソ
ン

な
ど
を
す
る
う
ち
に
、
足
首
に
出
血
が
繰
り
返
し

起
こ
り
、
先
輩
の
「
25
ｍ
泳
い
だ
ら
、
大
会
に
出

ら
れ
る
よ
」
と
の
一
言
で
、
高
野
に
あ
る
京
都
市

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
通
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
水
泳
教
室
な
ど

を
進
め
て
ゆ
く
中
で
、
全
京
都
の
水
泳
大
会
な
ど

の
実
績
か
ら
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
パ
ラ
国
体
に

選
手
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
終
了
後
、
高
野
で
毎
週
練
習
さ
れ
て
い

た
京
都
障
害
者
水
泳
ク
ラ
ブ（
京
都
Ｓ
Ｃ
）へ
誘
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
入
会
し
た
こ
ろ
、
一
緒
に

泳
い
で
い
た
メ
ン
バ
ー
に
は
、
今
年
パ
リ
で
開
催

さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
平
泳
ぎ
の
選
手
と
し

て
出
場
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

●
変
遷

中
学
校
時
代
に
お
い
て
は
、
段
ボ
ー
ル
を
電
車

に
見
立
て
、
ガ
ム
テ
ー
プ
で
い
ろ
い
ろ
な
装
飾
品

を
作
っ
た
り
し
て
、
中
に
入
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
。
呉
竹
時
代
に
入
る
と
、
学
校
に
あ
る
い
ろ
い

ろ
な
材
料
か
ら
、
家
庭
で
作
成
で
き
な
い
よ
う
な

剣
や
盾
を
作
り
、
学
園
祭
に
お
い
て
は
大
き
な
龍

を
制
作
し
、
並
行
し
て
美
術
部
に
入
る
な
ど
、
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

呉
竹
卒
業
後
、
福
祉
工
房
Ｐ
＆
Ｐ
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
で
絵
を
描
き
始
め
、
天
才
ア
ー
ト
で
は
、
呉

竹
時
代
か
ら
の
継
続
と
し
て
、
色
鉛
筆
な
ど
で
、

色
や
形
を
表
す
と
と
も
に
、
表
現
し
き
れ
な
い
も

の
は
、
言
葉
を
足
し
て
、
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
シ
ロ
ク
ロ
の
ワ
ン
コ
が
自
分
の
分
身

と
し
て
、
コ
ス
プ
レ
な
ど
で
変
身
さ
せ
て
、
自
分

で
も
楽
し
み
な
が
ら
、
制
作
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
従
来
は
、
言
葉
で
説
明
が
必
要
で
し
た

が
、
色
や
形
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
作
品

を
形
づ
く
る
の
に
、
幾
何
学
模
様
で
自
然
を
表
現

し
た
り
、
メ
カ
に
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
テ
ー
マ

「
継
続
は
力
」　
　 

　
　
　
　
　
　  　

 

根
ヶ
山 

弘
順

ご家族さま
より寄稿

が
生
ま
れ
、
併
せ
て
ス
ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、「
小
さ
い
ネ
ズ
ミ
が
集
ま
っ

て
、
大
き
な
ネ
ズ
ミ
に
な
っ
た
」
と
い
う
作
品
を

き
っ
か
け
に
、
ネ
ズ
ミ
で
描
く
作
品
が
完
成
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

干
支
や
星
座
や
神
話
な
ど
興
味
を
持
っ
た
題
材

を
シ
リ
ー
ズ
化
し
、
描
い
て
い
ま
す
。

●
お
願
い

少
年
が
、
小
学
生
の
時
に
、
真
っ
黒
い
絵
を
画

用
紙
に
描
き
ま
し
た
。
少
年
は
、
家
が
あ
り
、
火

事
に
な
り
、
家
が
燃
え
た
結
果
が
、
黒
い
絵
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
の
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
、
と
当
時
の
担
任
よ
り
、
話

を
伺
い
ま
し
た
。
学
校
の
授
業
で
対
応
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
す
が
、
天
才
ア
ー
ト
で
は
、
対
応
が

可
能
で
す
。
今
後
、
さ
ら
に
、
充
実
し
て
頂
き
た

い
こ
と
は
、
作
者
の
持
つ
能
力
を
や
さ
し
く
引
き

出
す
関
係
構
築
、過
程
を
見
守
り
、育
て
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
継
続
は
力

そ
の
後
は
、
コ
ロ
ナ
の
時
代
が
訪
れ
た
こ
と
な

ど
、
天
才
ア
ー
ト
で
の
作
品
制
作
が
、
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
宅
で
細
々
と
続
け
て
お
り

ま
す
。
以
前
の
作
品
が
、
地
下
街
で
の
展
示
や
堀

場
製
作
所
様
や
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
様
な
ど
で
展
示
い

た
だ
く
こ
と
で
、
そ
の
会
社
の
方
か
ら
、
お
声
が

け
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

折
角
、
い
ろ
い
ろ
な
方
と
の
つ
な
が
り
で
進
ん

で
き
ま
し
た
の
で
、
先
に
申
し
ま
し
た
「
継
続
は

力
」
を
少
し
ず
つ
で
も
実
践
し
て
ゆ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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理
事
　
北き
た
ば波

　
博ひ

ろ
し

24
年
３
月
31
日
に
理
事
を
退
任
し
ま
し
た
北

波
博
で
す
。
私
が
初
め
て
障
碍
の
あ
る
人
の
美
術

作
品
に
触
れ
た
の
は
三
条
寺
町
の
角
に
あ
っ
た
画

廊
で
し
た
。
偶
然
立
ち
寄
っ
た
画
廊
に
展
示
さ
れ

て
い
た
作
品
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
構
図
も
よ
く

透
明
感
の
あ
る
色
彩
が
美
し
か
っ
た
の
を
憶
え
て

い
ま
す
。
京
都
府
南
部
に
あ
る
病
院
で
の
Ｏ
Ｔ
で

制
作
さ
れ
た
作
品
で
し
た
。
そ
の
後
美
術
系
大
学

で
教
鞭
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
教
育
課
程
論
や
美

術
科
教
育
法
等
を
教
え
る
中
で
、「
ア
ー
ル
・
ブ

リ
ュ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
も
講
義
を
し
ま
し
た
。

「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
の
命
名
者
で
あ
る

ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
、
１
９
４
５
年
夏

に
作
家
の
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ラ
ン
や
建
築
家
の
ル
・

コ
ル
ビ
ジ
ェ
と
共
に
ス
イ
ス
を
旅
し
、
ベ
ル
ン
の

バ
ル
ダ
ウ
病
院
や
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
ベ
ル
エ
ー
ル
病

院
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
セ
リ
ー
病
院
、
バ
ー
ゼ
ル
の

刑
務
所
な
ど
を
訪
れ
、
ア
ド
ル
フ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ

や
ア
ン
ト
ン
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
、
ア
ロ
イ
ー
ズ
・
コ

ル
バ
ス
な
ど
の
作
品
を
見
て
強
い
感
銘
を
受
け
、

こ
れ
ら
の
作
品
を
「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
」
と

副
理
事
長
　
雨あ
ま
み
や宮

　
章あ
き
ら

さ
て
、
こ
の
春
よ
り
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
」
の
一
員
と
し
て
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
な
り
ま
し
た
。
雨
宮 

章
と
申
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

思
え
ば
昨
年
の
秋
、
北
ア
ト
リ
エ
で
開
催
さ
れ

た
天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
３
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
た
こ
と
が
ご
縁
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
・

経
験
・
人
脈
等
々
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
な

ら
、
と
の
有
志
で
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
い
た
だ
い

た
次
第
で
す
。

生
ま
れ
も
育
ち
も
京
都
の
66
歳
で
す
。
地
元
の

同
志
社
大
学
で
美
学
芸
術
学
を
専
攻
・
卒
業
す
る

も
、
中
学
校
教
員
（
社
会
）
を
経
て
30
歳
で
京
都

府
庁
に
召
喚
、
以
後
は
教
育
・
国
際
・
経
済
・
広

報
畑
を
歩
み
、
文
化
芸
術
政
策
に
携
わ
っ
た
の
は

最
後
の
８
年
で
は
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
こ
の
間
、

「
源
氏
物
語
千
年
紀
」「
古
典
の
日
」「
琳
派
四
百
年
」

「
文
化
庁
京
都
移
転
」
な
ど
の
キ
ッ
ク
オ
フ
に
関

わ
り
つ
つ
、
京
都
学
・
歴
彩
館
の
建
設
や
府
立
植

物
園
の
再
生
な
ど
「
北
山
」
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
。
定
年
後
は
、
京
都
御
苑
の
東
西
に
あ

る
文
化
芸
術
会
館
と
府
民
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ィ
」

の
館
長
を
５
年
、
舞
台
芸
術
と
と
も
に
現
代
ア
ー

ト
の
若
き
才
能
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
両
翼
育
成

を
手
が
け
て
も
お
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
亀
岡
の

み
ず
の
き
美
術
館
さ
ん
や
荒
神
口
の
ア
ー
ト
ス

ペ
ー
スco-jin

さ
ん
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
と
も
に

し
た
な
つ
か
し
い
経
験
が
、
今
で
は
か
け
が
え
の

な
い
財
産
に
思
え
ま
す
。

「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
が
進
め
る
才
能

発
掘
と
育
成
（
ア
ト
リ
エ
提
供
と
ス
ト
レ
ー
ジ
確

保
な
ど
）、
そ
し
て
原
作
の
み
な
ら
ず
ア
ー
カ
イ

ブ
デ
ー
タ
を
も
活
用
し
て
、
世
に
送
り
出
す
（
寄

り
添
い
背
中
を
お
し
て
い
く
）
そ
の
姿
勢
は
、
ま

さ
に
私
の
矜
持
と
シ
ン
ク
ロ
す
る
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。

ア
ー
ト
は
、
花
や
木
を
植
え
育
て
る
こ
と
に

似
て
い
ま
す
。
肥
料
だ
け
で
な
く
水
も
光
も
風
も

要
り
ま
す
。
明
日
を
信
じ
て
時
間
も
か
か
り
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
は
、
創
る
者
も
観
る
者
も
継
ぐ
者
も

幸
せ
に
な
る
道
程
標
（
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
）
に

他
な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
好
き
に
自
信
を
も
っ
て
、

自
分
の
好
き
を
全
開
し
て
、
新
し
い
自
分
に
出
会

う
、
そ
ん
な
旅
路
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
本
懐
で
す
。

ど
う
ぞ
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
の
こ
と

も
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

京
都
市
出
身
・
同
志
社
大
学(

美
学
芸
術
学)

卒

京
都
府
文
化
芸
術
会
館
お
よ
び
府
民
ホ
ー
ルALTI 

前
館
長

公
益
財
団
法
人
中
信
美
術
奨
励
基
金 

理
事

京
都
市
市
民
憲
章
推
進
協
議
会 

委
員

名
付
け
ま
し
た
。
49
年
に
は
ル
ネ
・
ド
ル
ア
ン
画

廊
で
「
文
化
的
芸
術
よ
り
生
の
芸
術
を
」
展
を
開

催
し
ま
し
た
。
展
示
す
る
作
品
の
選
定
基
準
は「
時

代
の
潮
流
を
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、
主
題
、
素

材
、
制
作
方
法
、
表
現
方
法
な
ど
、
全
て
を
自
分

自
身
の
根
底
か
ら
抽
出
し
た
作
品
」
と
し
ま
し
た
。

例
え
ば
ヴ
ェ
ル
フ
リ
の
作
品
は
、
彼
に
過
酷
な
半

生
を
強
い
た
社
会
に
対
す
る
報
復
行
為
で
あ
り
、

彼
に
と
っ
て
不
条
理
極
ま
り
な
い
人
生
と
折
り
合

い
を
つ
け
る
た
め
の
自
己
防
衛
の
手
段
だ
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
の
芸
術
と
い
う
訳
で
す
。

私
が
大
学
で
教
え
て
い
た
美
術
科
教
育
法
に
は
、

生
徒
が
制
作
し
た
作
品
展
示
法
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
大
学
付
属
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
す
展
覧
会
」
と
い

う
題
名
の
展
覧
会
を
学
生
と
共
に
企
画
し
実
施
し

ま
し
た
。
内
容
は
大
学
生
と
障
碍
の
あ
る
人
、
近

隣
の
小
学
校
に
通
う
児
童
の
作
品
を
、
区
別
な
く

交
互
に
展
示
す
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。
展
示

作
品
の
選
出
は
、
対
象
と
な
る
作
品
数
も
少
な
く
、

独
善
的
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
文
化
的
芸
術
よ
り

生
の
芸
術
を
」
展
に
倣
い
ま
し
た
。
毎
年
続
け
て

い
る
身
近
な
作
品
展
で
は
、「
退
職
校
長
園
長
、北・

上
京
・
左
京
支
部
作
品
展
」
を
、
退
職
者
の
趣
味

の
作
品
展
だ
け
で
は
な
く
、
共
生
社
会
の
実
現
を

作
品
展
実
施
の
側
面
か
ら
も
目
指
す
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
作
品
展
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
24
年
４
月
か
ら
、
ま
だ
い
く
つ
か

の
団
体
の
理
事
や
幹
事
等
の
役
目
は
残
っ
て
い
る

も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
時
間
を
自
分
の
制
作
の
た

め
に
使
え
る
よ
う
に
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
未
だ
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
努
力
が
必
要
で
す
ね
。

    
退
任
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶

    

新
理
事
か
ら
の
ご
挨
拶
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吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

三
津
田
は
図
鑑
や
画
集
な
ど
か
ら
モ
チ
ー
フ
を
選

び
出
し
て
描
き
ま
す
が
、
彼
の
手
に
か
か
る
と
そ
の

ど
れ
も
が
生
き
生
き
と
奔
放
に
、
そ
し
て
時
に
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴

で
す
。

三
津
田
の
作
品
が
、
多
く
の
見
る
者
を
ひ
き
つ
け

て
や
ま
な
い
の
は
、
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
通
じ
て
生
命
を
宿
す

か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
文
化
や
芸
術・学
術・ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
な
が
ら
人
々
が
交
流
し
、
よ
り
魅
力
的
な
エ
リ
ア

へ
と
整
備
が
進
む
北
山
。
そ
の
地
に
こ
の
た
び
「
青
空
美
術

館
」
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス
さ
ま
、
日
本
リ
グ
ラ
ン

ド
さ
ま
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
久
々
に
堀
川
御
池
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
「
天

才
ア
ー
ト
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
機
構

と
し
て
も
ま
す
ま
す
制
作
環
境
の
充
実
に
務
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
作
家
の
皆
さ
ま
も
創
作
意
欲
に
燃
え
て
、
素
晴
ら

し
い
作
品
を
生
み
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会報「天才アート」は、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズが提供する
ヒラギノフォントを使用しています。

企
業
・
団
体
の
助
成
、
協
賛
の
募
集

当
機
構
の
運
営
予
算
の
多
く
は
、
企
業
さ
ま
や

団
体
さ
ま
の
助
成
金
や
協
賛
金
な
ど
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
２
０
１
１
年
の
活
動
開
始

以
来
、
登
録
作
家
は
15
人
か
ら
現
在
49
人
と
大
幅

に
増
え
、『
天
才
ア
ー
ト
展
』
や
『
青
空
美
術
館
』

な
ど
の
各
種
展
示
事
業
、
作
品
収
蔵
と
作
品
ア
ー

カ
イ
ブ
事
業
、『
会
報
』
発
行
や
Ｈ
Ｐ
配
信
な
ど

の
広
報
事
業
な
ど
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

展
示
や
協
働
事
業
な
ど
の
オ
フ
ァ
ー
が
年
々
増

え
て
き
て
お
り
、
画
材
費
の
高
騰
な
ど
と
と
も
に

資
金
の
確
保
が
常
に
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
多
く
に
企
業
な
ど
の
ご
助
成
や
ご
協
賛
の
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
特
別
協
賛
な
ど
の
企
業
さ
ま
・
団
体
さ
ま
】

株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ま

一
般
財
団
法
人
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｈ
Ａ
財
団
さ
ま

株
式
会
社
村
田
製
作
所
さ
ま
・
村
田
機
械
株
式
会
社
さ
ま

株
式
会
社
堀
場
製
作
所
さ
ま
・
洛
和
会
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
さ
ま
・
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
専

門
学
校
さ
ま
（
順
不
同
）

三津田 一輝 　Mitsuda Kazuki
『棟方志功達磨西来図』　画用紙・クレパス、H545×W395mm、2017 年制作

共
創
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
に
参
画

「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
般
社
団
法

人
シ
ブ
ヤ
フ
ォ
ン
ト
が
運
営

す
る
「
ご
当
地
フ
ォ
ン
ト
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
ご
当
地
フ
ォ
ン
ト
」
は
、
日

本
や
世
界
中
の 

障
が
い
の
あ
る
人・デ
ザ
イ
ナ
ー・

障
害
者
支
援
事
業
所
に
よ
る
共
創
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

（
フ
ォ
ン
ト
や
パ
タ
ー
ン
）
を
世
界
中
に
届
け
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
現
在
、
京
都

を
含
む
16
の
地
域
で
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
京
都
ふ
ぉ
ん
と
」
は
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
と
ア
ト
リ
エ
や
っ
ほ
ぅ
!!
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
タ
カ
ラ
サ
プ
ラ
イ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社
に
よ
る
共
創
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
で
、
京
都
に
関

連
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
サ
イ
ン
な
ど

に
幅
広
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
で
す
。
今
後
、

一
緒
に
制
作
し
て
い
た
だ
け
る
福
祉
施
設
を
増
や

し
て
、
さ
ら
に
活
動
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

https://w
w

w.takara-sc.co.jp/kyoto_font/

pattern

作品背景

2013年からペンで渦巻き状に描く作風と

なり、渦巻きが１つから２つ、３つとだんだ

ん増えて10個まで数えるように。グルグル

グルと色鮮やかにダイナミックに描かれて

いく様が、ありありと目に浮かぶような渦

巻き模様。見る者にさまざまなイメージを

想起させる不思議なパターンとなった。

グルグルグルと重なった渦巻きが

色鮮やかなグラデーションに。

原画うずまきの
グラデーション

足立 茉莉   あだち まり  |  天才アートKYOTO

ドローイングはどれも鮮やかな色彩で描かれる。重層化する

渦巻模様は、「花丸」のようにも「花火」のようにも見え、鑑賞

者にさまざまな印象を与える作品となって結実している。

kf_p0005_tk

pattern

原画

制作の様子は、腕全体を大きく動かし、時には自身が大きな

画用紙の上に乗って動物を描く。図鑑を参考に描きながら

も、その色や動物の表情は多様で独創性があり、高畠が持

つ独自の世界を見ることができる。

高畠 晃平   たかばたけ こうへい  |  天才アートKYOTO

作品背景

当初は実物の色に近い動物の絵を描いて

いたが、長い時間をかけてゆっくりと今の

画風、を築きあげてきた。別の見方をするな

らば、継続的に描くことによって現実の動

物たちを高畠さん独自の創造の世界へ誘う

ことができるようになったのかもしれない。

ダイナミックに描かれた動物たちは

独自のカラフルな創造の世界へ。

「イノシシ」 他3点
kf_p0007_tk

ホームページの画面例
上段は足立茉莉さん
下段は高畠晃平さん


